
あいち水循環再生基本構想と

水循環再生地域協議会について

資料２

あいち水循環再生基本構想と水循環再生地域協議会

１ 水循環（水環境）の再生

２ 愛知県の水環境の状況

３ 愛知県の水質保全施策

４ あいち水循環再生基本構想

５ 水循環再生のための取組

６ 流域モニタリング一斉調査
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(１)水循環のしくみ

河川や海の水が
水蒸気になって雲になる

地下に浸透して
ゆっくり流れる

集められた水が
河川から海へ流れる

雨として地上に降る

多様な生物が
生息

山や川、海にはいろいろな生き物が棲み
水循環の恩恵を受けてきました

（２）高度経済成長に伴う水循環の問題

市街地の拡大
・人口増加
・農地埋立て、森林の伐採
・建物や道路の建設
・水辺空間の減少

水の利用の増加
（水道水・農業用水・工業用水）

・ダムや堰などの建設
・地下水の汲み上げ

河川の汚れ

河川水量の低下

生き物の減少

海の汚れ

・ 自浄作用を上回る水質汚濁

工業排水の増加

生活排水の増加

・ 自浄作用の低下

・海域の富栄養化

都市水害の増大
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(３)健全な水循環（水環境）を取り戻すために

ため池の保全
森林の間伐

生き物が
棲みやすい川づくり

下水道の整備

親水性の確保

貝などが棲める
豊かな里海づくり
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（１）水質環境基準の達成率（県全域）

（注） 達成率（％）＝（達成水域数）÷（総水域数）×１００

＜達成率の長期的な推移＞
・ 河川のBODは改善傾向 （ここ数年間は90％以上を維持）
・ 海域のCODは概ね横ばい、全窒素及び全りんは改善傾向

（１）水質環境基準の達成率（県全域）
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（２）赤潮の発生

赤潮

プランクトンが異常に増殖し、海や川、運河、湖沼等の
色が赤色や褐色に変色する現象

（３）苦潮（青潮）の発生

海底付近の貧酸素水塊が、強い風などにより表層に湧き
上がり、海面が青色に変色したり白濁する現象。魚や貝
の大量死など大被害をもたらすことがある。

苦潮(青潮)
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（4）貧酸素水塊の発生

県水産試験場では、30％以下の水域を貧酸素水塊と定義

貧
酸
素

出典：伊勢・三河湾貧酸素情報(R6‐7号) （愛知県水産試験場）

2024年7月22,23,25日調査

魚介類への影響
底層溶存酸素

濃度
溶存酸素
飽和度

魚類･甲殻類に悪影響約 4 ppm50 ％

貝類･底生魚類の生存困難約 2 ppm30 ％

全ての底生生物の生存困難約 0.8 ppm10 ％

資料：農業水産局調べ

（５）伊勢湾・三河湾における赤潮・苦潮の発生状況

（注）赤潮として確認できたもののみをカウントしているため、定量評価には留意が必要。
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(１)愛知県の水質保全施策

水質保全施策

工場排水規制 生活排水対策

濃度規制
下水道・農業集落
排水施設の整備

合併処理浄化槽整備一律基準

上乗せ基準

その他

干潟・藻場の造成

農地・畜産排水対策

総量規制

底質改善対策
（浚渫・覆砂）

常時監視

水域類型の見直し

公共用水域水質監視

地下水水質監視

小規模事業場対策

総量規制基準
2022年度

第９次計画施行

：総量削減対策
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(２)水質保全対策を進める上での視点の転換

• 工場の排水規制などの限られた場所
や、環境・治水・利水などの限定し
た側面を捉えて、各分野ごとに対策
を実施

場 の 視 点

流れの視点

• 上流から下流までの水の流れを考
慮し、流域全体で水循環の機能に
着目した取組を総合的に実施

• 総合的な視点に立ち、各主体が連
携して事業を実施

2006年３月に「あいち水循環再生基本構想」を策定
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(１)基本構想の「目標」と「めざす姿」

【目 標】

【めざす姿】

(２) 基本構想のイメージ

【
場
所
ご
と
の
テ
ー
マ
】

●取組の方向性イメージ図

取組

取
組

取組活性化のための方策

① 環境学習の推進

② 情報の共有化

③ 県民・事業者・民間

団体・行政等の協働

④ 取組の検証・拡充

【健全な水循環の機能】
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(３)あいち水循環再生地域協議会

2006年度～
水循環再生地域協議会

2007年度
水循環再生行動計画の策定

行動計画の推進

県民

民間団体

行政

事業者

（木曽川・庄内川）
尾張

（木曽川・庄内川）
西三河

（矢作川）
東三河
（豊川）

(４)あいち水循環再生地域協議会

水循環再生地域協議会

（木曽川・庄内川）
尾張

（木曽川・庄内川）
西三河
（矢作川）

東三河
（豊川）

・水循環再生に関する取組・活動状況の総括、
取組点検指標による行動計画の進捗確認、
事例紹介、啓発活動の報告、
構成員相互の意見交換、情報交換など

・2006年度から３地域ごとに毎年１回開催
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(４)-1 尾張地域

木曽川・庄内川等流域

日光川等流域

天白川・山崎川等流域

伊勢湾沿岸域（知多半島等）

(４)-2 西三河地域

三河湾沿岸域（知多半島等）

境川等流域 矢作川等流域

油ヶ淵等流域
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(４)-3 東三河地域

豊川・天竜川等流域

三河湾・外海沿岸域
（渥美半島等）

三河湾・外海沿岸域
（豊川・蒲郡等）

(５)水循環再生行動計画の構成

健全な水循環再生に向けた取組

地域共通の取組
アクションシート

流域別の取組
アクション・シート

活性化する森づくりに向けて
上下流交流、水源涵養林育成など

元気な郷づくりに向けて
総合治水対策、湿地の保全など

水が感じられるまちづくりに向けて
湧水モニター、河川直接浄化など

森と海をつなぐ川･里海づくりに向けて
海岸環境整備事業、干潟造成など

安心して利用できるきれいな水のために

農業集落事業、下水道整備など

暮らしを支えて流れる豊かな水のために

森林の保全、透水性舗装推進など

水が育む多様な生態系のために
ため池保全、多自然川づくりなど

人と 水と が ふれあう水辺 の た め に

ビオトープ整備、河川海岸清掃など

地域目標 流域別目標
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(６)現在までの協議会の経緯

• 2005年度 水循環再生基本構想 策定

• 2006年度 水循環再生地域協議会 設立

• 2007年度 水循環再生行動計画（第１次）策定

• 2008年度 取組点検指標 作成

• 2009年度 流域モニタリング一斉調査 開始

• 2011年度 水循環再生行動計画（第２次）策定

• 2015年度 水循環再生行動計画（第３次）策定

• 2020年度 水循環再生行動計画（第４次）策定

水循環再生行動計画（第４次）に基づく行動を実施

＜毎年度実施＞流域モニタリング一斉調査、

取組点検指標による進捗確認、行動計画の見直し

(６)現在までの協議会の経緯

普及啓発、情報発信にも取り組んでいく。

2022年度から水循環をテーマとした実地での勉強会を開催

2021年度に協議会構成員にアンケートを実施

水循環再生地域協議会の活性化に向けて、どのようなことに力を

入れて取り組むとよいと思うか（３つまで選択可） 。
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水循環再生の取組

海

森 林

農村地域

都市地域

降水

・下水道の整備
･雨水貯留浸透施設の設置
･透水性舗装の推進
･緑化の推進

・間伐の促進
・県産材の利用促進

・自然海岸、干潟、浅場の保全・再生
・水辺イベントの実施
・漁業の振興

地下水 利用
利用

排出

かん養

蒸発

排出

かん養

地下水

利用

利用

川づくり
まちづくり

里海づくり

・環境保全型農業の拡大
・ため池の保全
・耕作放棄地解消

郷づくり

森づくり

川
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（１）県民参加の取組「流域モニタリング一斉調査」

（１）水質(きれいな水）
水の汚れ（ＣＯＤパックテスト）、水の色、濁り、におい、泡・油膜、
水底の感触

（２）水量(豊かな水）
水深、流れの変化、流速、湧水（過去に確認された場所のみ採用）

（３）生態系(多様な生態系）
水質階級（水生生物調査）、魚の調査、
植生調査（水際、水辺周辺）、
鳥や昆虫の調査、外来種調査

（４）水辺(ふれあう水辺）
透視度、ごみの状況、水辺の利用の
しやすさ、水辺への近づきやすさ、
水辺の自然度、水辺景観（心地よさ）、
水辺での活動（①散歩、レジャー、
②環境学習 ③環境保全活動）
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(２)流域モニタリング一斉調査の調査票

(３)流域モニタリング一斉調査の様子

水生生物の採取 パックテストの実施

透視度の測定 採取した水生生物
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健全な水循環（水環境）を
再生するためには、
みなさんが実施している様々な取組を
長期的に継続して実施し、
相互に連携していくことが不可欠です。
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